
人口と世帯（平成２２年１２月１日現在）1,717世帯　（+2）男2,548人（+2）女2,712人（+1）計5,260人（+3）
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今 

月 

の 

紙 

面

2
平成22年（2010）

No .665

丸沼高原スキー場オープン

おしらせ（入札参加資格審査申請 他） 14 ～ 17

いたずらわんぱく・窓口から 18

ニュース（片品村功労者表彰他） 4～ 8

我が家の自慢料理・方言 9

教育・生涯学習 10 ～ 11

村内７スキー場のトップとしていち早くオープン

しました。他のスキー場も随時オープン予定です。

　　　　　　　　　　　　（撮影：１１月１２日）
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萩
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亡
く
な
ら
れ
た
方
1
人

　

田
村　

シ
ゲ　

89
歳　

鎌　

田

　

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
全

国
一
斉
に“

工
業
統
計
調
査”

が
実

施
さ
れ
ま
す
。
製
造
業
を
営
ん
で

い
る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
さ
ん
は
星
文
夫
さ
ん
で
す
。

1

　

11
月
11
日
（
木
）
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
民
宿
、
旅
館
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
組
合
６
団
体
に
よ
る

防
火
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

非
常
時
に
お
け
る
初
期
動
作

（
一
次
救
命
処
置
）
と
し
て
、
ダ

ミ
ー
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
実
施
講
習
が
文
化
セ
ン
タ
ー
内

で
行
わ
れ
た
他
、
屋
外
で
ハ
シ
ゴ

車
に
よ
る
放
水
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方

を
熱
心
に
見
学
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
心
臓
停
止
か
ら
何
も
処

置
を
せ
ず
に
３
分
が
経
過
す
る

と
、
死
亡
率
は
50
％
を
超
え
て
し

ま
う
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ん
や
家
族
に
、
も
し
も
の
事

が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

避
難
誘
導
や
心
肺
蘇
生
法
が
い

つ
で
も
で
き
れ
ば
安
心
で
す
ね
。

平成２２年度の財政事情 2～ 3

第３次総合計画アンケート結果（抜粋） 12 ～ 13

東消防署員による
救命デモンストレーション
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   　

　
印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

休日の病院（緊急時）１2月 １月

納期は１2月27日 (月 ) です
口座振替の方は事前に残高確認を！

ミ
　
ニ
　
情
　
報

さん星野　義明
ほしの　　　よしあき

２２歳
昭和６３年５月１２日　（父）　照明　　　（母）清美

（菅沼）

３．片品をどう思いますか
　若い人がいつかは帰りたいと
　思う村にしていきたいです。

１．何処へお勤めですか 　
　利根沼田広域東消防署

２．趣味は何ですか　
　スキー・ゴルフ・ドライブ

４．村内のおすすめスポットは　
　日光白根山の山頂から見る景色
　は最高です。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　お世話になります。フレッシュヤングの義明です。

５．好きな異性のタイプ　
　笑顔が素敵で、料理が上手で、かわいくて、優しくて、
　思いやりがあって、すぐ怒らない人。

６．目標があれば教えてください　
　村民全員に顔と名前を覚えてもらうこと。

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
22
年
10
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　

平
成
22
年
11
月
19
日

お

く

や

み

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

12
／
31
〜
１
／
３　
村
内
金
融
機
関

12
／
29
〜
１
／
３　
役
場

12
／
30
午
後
〜

　
　
　
　
１
／
３　
星
野
医
院

12
／
30
〜
１
／
４　
片
品
診
療
所

交
通
情
報
（
冬
季
通
行
止
め
）

12
／
24　
Ｒ
１
２
０
丸
沼
高
原

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
場
入
口
〜

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
情
報
（
予
定
）

　
尾
瀬
岩
鞍　
　
　
　
12
／
11
（
土
）

　
武
尊
牧
場　
　
　
　
12
／
18
（
土
）

　
尾
瀬
戸
倉　
　
　
　
12
／
18
（
土
）

　
オ
グ
ナ
ほ
た
か　
　
12
／
23
（
祝
）

　
か
た
し
な
高
原　
　
12
／
25
（
土
）

　
サ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト　
12
／
下
旬

命名について

将来は・・・

（父）鈴木　雅也（母）玉江（東小川）のお子さん

愛梨 ちゃん 平成２１年１１月１８日生まれ

あいり

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税
村 県 民 税

１８日（土）国立沼田病院
１９日（日）沼田脳神経外科
２３日（祝）沼田脳神経外科
２５日（土）月夜野病院
２６日（日）利根中央病院
３０日（木）沼田脳神経外科
３１日（金）国立沼田病院

　１日（土）利根中央病院
　２日（日）沼田脳神経外科
　３日（月）利根中央病院
　８日（土）沼田脳神経外科
　９日（日）国立沼田病院
１５日（土）内田病院
１６日（日）利根中央病院

第 6 期
第 4 期

パパが「愛」の文字を使いたくて、
お腹にいた時から「愛ちゃん」と
呼んでいました。響きと画数を考
えてつけました。

命名について

将来は・・・

（父）五十嵐　寛明（母）のぞみ（鎌田）のお子さん

睦泰ちゃん 平成２１年１１月２０日生まれ

ともやす

夫の母にいくつか候補をあげても
らって、その中から画数と漢字の
意味が良かったのでこの名前にし
ました。

思いやりがあり、どんな土地でも元気でやっていける人に
なってほしいです。

いつも笑顔で、強く、たくましく、愛をたくさん持ったや
さしい子になってほしいです。

お

め

で

た

防
火
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

“

休
業
の
お
知
ら
せ”

　

平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）
戸

籍
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の
た
め
土

曜
日
窓
口
を
休
業
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
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平成 22 年度の財政事情

1億2億4億5億6億7億 3億10億20億

衛　　　生　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

そ　　　の　　　他

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

（労働費、災害復旧費、諸支出、予備費）

67,072
32,103
513,597
195,077
615,583
194,473
493,138
211,577

75,952
44,434
391,332
86,847
180,840
82,836
330,203
136,745
334,076
169,710
165,103
6,349

180,770
43,955

単位：千円

予算額
33億 4765万 6千円
支出済額
12億 410万 6千円
執行率 (36.0％)

予算現額
支出済額

歳　出

平成22年度
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地
(山林含む )

541 万 4,058 ㎡
（94）

（0）

（0）

（0）

（0）

物品 ( 車両 )

79 台

山　　林

402万 4,701 ㎡

出資金など

1億 2970万 9千円

建　　物

5万 6,602 ㎡

項　　　　　　　　目 予　　算　　額 現年度収支額 執　　行　　率
収 益 的 収 入 118,426 5,642

26,215
0

11,675

4.8％ 
22.3％ 
0.0％ 
11.8％ 

収 益 的 支 出 117,484
資 本 的 収 入 30,800
資 本 的 支 出 99,251

( 単位：千円 )◎観光施設事業の状況

(単位：千円 )◎特別会計の執行状況
予　算　額 収 入 済 額 執　行　率 支 出 済 額 執　行　率
844,731
24,364
90,100
136,411
364,618
46,593

260,684
24,312
31,127
7,879

151,392
12,919

30.9％ 
99.8％ 
34.5％ 
5.8％ 
41.5％ 
27.7％ 

335,683 
0 

32,408 
60,576 
157,613 
14,807 

39.7％ 
0.0％ 
36.0％ 
44.4％ 
43.2％ 
31.8％ 

下 水 道 事 業 等

後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険

会 計 名
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道 事 業
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平成 22 年度の財政事情

村 の 様 子

平成22年9月30日現在

人　口　5,268人
(男：2,554人　女2,714人 )
世帯数　1,715世帯
面　積　392.01㎢

の財政事情
歳　入

564,081
347,315
75,000
22,093
50,000
29,675
30,000
6,715

49,577
19,441
23,043
12,629
113,540
49,735
211,812
8,841
15,001

0
94,779
94,779
187,295
9,006

322,000
0

23,154
22,325

1,588,374
1,333,126

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億

自動車取得税交付金

地　方　交　付　税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　庫　支　出　金

県 支 出 金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

村　　　　　　　債

そ　　　の　　　他

村　　　　　　　税

地　方　譲　与　税

地方消費税交付金

予算額
33億 4765万 6千円
収入済額
19億 5568万 0千円
執行率 (58.4％)

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
財産収入、寄付金（

単位：千円

予算現額
収入済額

◎地方債及び一時借入金の状況

◎基金現在高

(単位：千円 )

( 単位：千円 )
区　　　　　　　　分
財 政 調 整 基 金 1,036,876

7,783
360

100,000
4,525
782

10,178
1,160,504

100,000
-1,416

0
0

1,254
0
0

99,838

1,136,876
6,367
360

100,000
5,779
782

10,178
1,260,342

奨　　学　　基　　金
地域づくり特別事業基金

減　　債　　基　　金

福　　祉　　基　　金

ふるさと農村活性化基金

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

区　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高
地　　　方　　　債 2,755,370

0
2,755,370

-58,192
0

-58,192

2,697,178
0

2,697,178
一　時　借　入　金
合　　　　　　　　計

尾瀬の郷づくり基金

合　　　　　　　　計

　
村
で
は
年
２
回
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
22
年
度
上
半

期
（
４
月
〜
９
月
）
の
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の

行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
掲
載
は
速
報
数
値
で
あ
り
、

監
査
等
承
認
手
続
未
了
の
数
値
で
す
。

）

〜〜〜〜
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ニュース

05 広 報 か た し な        H22 .12

須
藤
金
次
郎
さ
ん
黄
綬
褒
章
受
章

平
成
22
年
度
片
品
村
功
労
者
表
彰
式

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
出
店

埼

玉

県

内

で

片

品

村

を
Ｐ
Ｒ

　

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業

（
東
京
都
と
群
馬
県
主
催
）
で
、
水

の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
11
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で

銀
座
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
は
み
な
か
み
町
、
片
品
村
、

水
資
源
機
構
、
東
京
都
、
群
馬
県
の

５
団
体
で
し
た
。
片
品
村
コ
ー
ナ
ー

は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
名
産
品
の
販
売
、

今
年
度
の
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
特
選
10
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
片
品
村
出

身
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
さ
ん
、
写
真
展
受

不

用

品

福

祉

バ

ザ

ー

開

催

　

11
月
18
日
（
木
）
役
場
２
階
に
お

い
て
不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
品
物
を
各

コ
ー
ナ
ー
別
に
仕
分
け
即
売
を
し
ま

し
た
。
当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

片
品
村
と
ふ
れ
あ
い
協
定
な
ど
を

締
結
し
て
い
る
埼
玉
県
蕨
市
、
上
尾

市
で
開
催
さ
れ
た
「
蕨
宿
場
ま
つ
り

（
11
月
３
日
）」・「
上
尾
ま
つ
り
（
11

月
13
日
）」・「
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ

ソ
ン
（
11
月
21
日
）」
で
そ
れ
ぞ
れ

農
産
物
の
販
売
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
片
品
村
の

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
は
役

場
職
員
が
片
品
村
の
名
称
が
入
っ
た

法
被
（
は
っ
ぴ
）
を
着
用
し
て
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
参
加
し
、
片
品
村
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
木
）
役
場
２
階
に
て

消
費
生
活
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
切
な
資
源　

有
効
利
用
で
健

康
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
体
と
環
境
に
優
し
い
商
品
の

販
売
や
農
産
加
工
コ
ン
ク
ー
ル
、
健

康
相
談
等
が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
） PR のために一生懸命走ってきました

　

４
年
に
一
度
、
村
政
の
発
展
並
び

に
村
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た

個
人
・
企
業
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る

片
品
村
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
19
日

（
金
）
に
役
場
２
階
農
林
研
修
室
で

行
わ
れ
、
多
く
の
ご
来
賓
の
出
席
の

な
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
表
彰
基
準
に
基
づ
き
各
関

係
機
関
か
ら
候
補
者
等
を
推
薦
い
た

だ
き
、
審
査
委
員
会
で
決
定
し
た
44

名
と
４
事
業
所
に
千
明
村
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
（
企
業
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

自
治
功
労

　

入
澤
登
喜
夫　

越
本

　

入
澤　

里
子　

越
本

　

星
野　

充
雄　

花
咲

　

星
野　

豊
保　

鎌
田

　

萩
原　

直
治　

戸
倉

　

中
村　

康
彦　

鎌
田

　

小
林　

正
雄　

築
地

　

千
明　

好
次　

東
小
川

　

千
明　

貞
夫　

摺
渕

　

入
澤　
　

宏　

越
本

　

永
井　
　

治　

針
山

　

星
野　

育
雄　

摺
渕

　

青
木　
　

厚　

須
賀
川

　

星
野　

一
忠　

越
本

民
生
功
労

　

星
野　

太
郎　

花
咲

　

新
井　
　

昇　

東
小
川

　

星
野　

武
功　

花
咲

　

星
野　

邦
子　

花
咲

　

星
野　

ラ
ク　

花
咲

　

星
野
小
夜
子　

御
座
入

　

入
澤　

篤
子　

越
本

　

千
明　

富
江　

摺
渕

　

奥
村　

文
子　

鎌
田

　

星
野　
　

祥　

菅
沼

　

星
野　
　

康　

摺
渕

　

千
明　

好
次　

東
小
川

産
業
功
労

　

星
野　

傳
六　

御
座
入

　

星
野　

吉
弥　

下
平

　

角
田
彦
三
郎　

須
賀
川

　

星
野　

晴
雄　

土
出　
　

　

山
崎　

義
哉　

鎌
田

　

大
竹　

錦
治　

越
本

　

佐
藤　
　

清　

花
咲

　

萩
原　

博
美　

戸
倉

　

萩
原　

照
夫　

戸
倉

　

本
多　

敦
志　

土
出

　
（
株
）
ニ
チ
ネ
ン  

埼
玉
県
上
尾
市

　

清
水　
　

泰　

長
野
県
塩
尻
市

教
育
功
労

　

大
竹　

長
久　

須
賀
川

　

星
野　

寿
子　

須
賀
川

　

笠
原　

良
和　

越
本

　

星
野　

政
雄　

摺
渕

　

高
山　

國
利　

花
咲

　
（
株
）
ア
イ
リ
ス  
鎌
田

建
設
・
建
築
功
労

　

星
野　
　

正　

築
地

　

星
野　

和
助　

御
座
入

善
行
功
労

　

左
部　

シ
ヅ　

鎌
田

　

小
林　
　

始　

埼
玉
県
上
尾
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

敬
称
略

賞
者
の
ご
親
戚
な
ど
様
々
な
方
が
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
周
辺
は
他
県
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
建
ち
並
ぶ
立

地
で
す
。
近
く
を
通
る
際
に
は
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
樣
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

 

イベント会場の様子会場のにぎやかな様子

秋

の

受

賞

を

祝

う

会

　

11
月
12
日
、
東
小
川
に
お
住
ま
い

の
須
藤
金
次
郎
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
線
で
業
務
に
精
励
し
て
い
て

他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
技
術
や
実

績
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。

　

須
藤
さ
ん
は
炭
焼
き
を
始
め
て
70

年
、
炭
焼
き
の
技
術
向
上
に
努
め
副

産
物
で
あ
る
木
酢
液
の
研
究
に
も
取

り
組
み
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
黄
綬
褒
章
の
受
賞
と
な
り
ま

　

11
月
14
日
に
片
品
村
住
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
東
小
川
の
須
藤
金
次

郎
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
、
摺
淵
の
千
明

政
夫
さ
ん
が
県
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
を
祝
い
、
エ
ン
ジ
ョ
イ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

尾
瀬
高
校
生
、
そ
の
他
関
係
者
約
30

名
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
参
加
者
が
「
お
や
き
・

お
赤
飯
・
よ
う
か
ん
・
そ
ば
・
す
い

と
ん
」
な
ど
他
に
も
た
く
さ
ん
の
手

作
り
料
理
を
持
ち
寄
り
、
す
べ
て
手

作
り
の
祝
賀
会
で
し
た
。

　

地
域
活
動
を
通
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
尾
瀬
高
校
生
か
ら
花
束

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
お
二
人
と
も
終

始
笑
顔
で
和
や
か
な
に
進
み
、
あ
い

さ
つ
で
は
お
二
人
と
も
今
後
も
受
章

さ
れ
た
各
分
野
や
地
域
振
興
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
心
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
・
千
明
さ
ん
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
人
の
受
賞
を
祝
う
会
場
の
様
子

尾
瀬
高
校
生
か
ら
花
束
の
贈
呈

し
た
。

　

農
林
水
産
省
で
の
伝
達
式
後
に

は
、
皇
居
に
て
天
皇
陛
下
か
ら
『
長

黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
須
藤
金
次
郎
さ
ん

　
　
　

年
に
わ
た
り
お
疲
れ
様
で
し

　
　
　

た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

　
　
　

て
下
さ
い
』
と
声
を
か
け
て

　
　
　

頂
い
た
そ
う
で
す
。　
　
　

　
　
　

 　

86
歳
に
な
る
金
次
郎
さ 

　
　
　

ん
、
今
後
も
製
炭
業
の
発
展

　
　
　

の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
力

　
　
　

強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
建
設
課
）

第

31

回

消

費

生

活

展

開

催

大根カレーのお味はいかがでしたか
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文
化
の
秋 

第
44
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展 

盛
大
に
開
催

　

第
31
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
会
が
11
月
３
日
（
水
）

埼
玉
県
蕨
市
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

片
品
村
の
少
年
団
員
12
名
、
引
率

者
６
名
で
蕨
市
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
蕨
市
で
開

催
さ
れ
た
『
宿
場
祭
り
』
に
参
加
し
、

蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
店
し
て

片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

村

民

卓

球

大

会

村長賞　　　議長賞　　　教育長賞　文化協会長賞　  金賞
書道一般の部 後藤　正一　小山内佳子　 木内いよ子　桑原　隆美　戸田　敏子
書道学生の部 倉田　葵奈　はやしあかり 入澤　星矢　星野　　萌　須藤　麻衣
美術の部　　 該当者なし　宮田　裕子　 中村　　学　宮田　舞子　小崎　親雄
写真の部　　 萩原　映子　笠原　文子　 林　　欣一　高山　　翠　藤井サク江
文芸の部　　 中村　導子　松井亜作枝　 萩原キヨ子　星野　歌子　戸丸　好夫
菊花の部　　 笠原　吉二　林　　誠一　 星野　徳一　須藤　賞作　星野　大吉
民芸の部　　 大竹　恵子　星野　賢宗　 中坪アサ子　中坪喜次郎　星野よしえ

　

11
月
２
日
・
３
日
の
二
日
間
、

役
場
に
お
い
て
第
44
回
片
品
村

総
合
産
業
文
化
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
の
部
（
９
部

門
）
４
２
８
点
、
小
中
学
校
・

尾
瀬
高
校
・
保
育
所
６
７
３
点
、

合
計
１
、
１
０
１
点
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
11

月
２
日
に
は
、
第
27
回
芸
能
発

表
会
が
開
催
さ
れ
、
３
日
に
は

中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
１
日
の
搬
入
審
査

か
ら
４
日
の
搬
出
片
付
け
と
ご

協
力
い
た
だ
い
た
役
員
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　
（
教
育
委
員
会
） 

文化展会場の様子

文化展入賞者

　

11
月
13
日
（
土
）、
東
小
川
体
育

館
を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
を

中
心
に
63
名
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

★
小
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　
　

林　
　

佳
樹（
片
小
）

　

準
優
勝　
　

梅
澤　

昂
生（
北
小
）

　

第
三
位　
　

千
明　

和
真（
武
小
）

　
　

〃　
　
　

星
野　

莉
玖（
武
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

萩
原　

涼
葉（
北
小
）

　

準
優
勝　
　

三
浦　

紗
加（
武
小
）

　

第
三
位　
　

萩
原　

優
香（
北
小
）

　
　

〃　
　
　

星
野
優
莉
華（
北
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　
　

永
井　

友
彬

　

準
優
勝　
　

星
野　

良
樹

★
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

萩
原　

真
美

　

準
優
勝　
　

萩
原　

春
佳

　

第
三
位　
　

池
田　

怜
奈

　
　

〃　
　
　

梅
澤　

鈴
香

　

い
る
模
擬
店
で
販
売
の
体
験
を
し
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
電
気
工
作
体

験
を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
、
の
ぼ
り
旗
を
か
か
げ
て
宿
場
道

中
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　

普
段
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い
る

少
年
団
員
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
交
流
で
、
今
ま
で
に
な
い
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

交
流
会
へ
参
加
し
た
皆
様
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

自
然
公
園
指
導
員
萩
原
周
三
さ
ん(

戸
倉)

「
環
境
大
臣
表
彰
」
を
受
賞

　

平
成
22
年
11
月
13
日
に
、
自
然
公

園
の
保
護
及
び
適
正
な
利
用
の
推
進

に
関
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
方
を
対
象
と
し
た
環
境
大
臣
表
彰

を
自
然
公
園
指
導
員
の
萩
原
周
三
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は「
自
然
公
園
全
国
大
会
」

鹿
児
島
県
霧
島
市
（
霧
島
屋
久
国
立

公
園
）
で
行
わ
れ
高
円
宮
妃
殿
下
の

ご
臨
席
の
下
、
式
典
が
行
わ
れ
全
国

で
20
名
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
等

に
お
い
て
、
長
年
、
登
山
者
に
対
す

る
自
然
解
説
を
行
う
ほ
か
、
安
全
登

山
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
自
然
保
護

思
想
の
普
及
啓
発
及
び
事
故
防
止
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
自
然
公
園
指
導
員
や
山

岳
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
中
の
萩
原
さ

ん
の
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

受賞の報告をして頂いた際の萩原さん（右）
と千明村長（左）

「
高
校
生
販
売
甲
子
園
」
三
連
覇
尾
瀬
高
校
Ｇ-

ｎ
ｅ
ｃ
ク
ラ
ブ

　

11
月
20
日
、
21
日
の
二
日
間
、
高

崎
市
街
地
で
開
催
さ
れ
た
「
熱
血
！

高
校
生
販
売
甲
子
園
」
に
尾
瀬
高
校

か
ら
参
加
し
た
二
チ
ー
ム
の
う
ち
、

Ｇ-

ｎ
ｅ
ｃ
ク
ラ
ブ
（
自
然
環
境
科
）

が
見
事
三
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
県
内
の
高
校
生
に
よ

る
商
品
販
売
の
総
合
力
を
競
う
も
の

で
、
尾
瀬
高
校
Ｇ-

ｎ
ｅ
ｃ
ク
ラ
ブ

は
花
ま
め
ぱ
ん
（
渡
辺
製
菓
）、
花

豆
入
り
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
（
尾
瀬
高
校

Ｏ
Ｂ
、
神
奈
川
県
在
住
の
有
名
シ
ェ

フ
）、大
白
大
豆
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

（
Ｇ-

ｎ
ｅ
ｃ
ク
ラ
ブ
自
主
開
発
商

品
）
を
販
売
し
、
売
上
高
、
利
益
、

接
客
態
度
、
商
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
総
合

的
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
特
産
品
を

活
用
し
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ

も
大
い
に
行
っ
て
き
て

く
れ
た
尾
瀬
高
校
の
皆

さ
ん
、
三
連
覇
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
勝
記
録
更
新
を
目

指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

片品村長に三連覇の報告をするＧ-ｎｅｃクラブのメンバー

　

秋
の
オ
ー
プ
ン
コ
ン

ペ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を

サ
エ
ラ
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
尾
瀬
よ
り
、
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の
た

め
に
と
６
万
１
千
円
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
活
動
に
大
切

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
参
加
者
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

片
品
村
教
育
委
員
会

　

尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の
た

め
に
と
３
万
円
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
大
切

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
関
係
者
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

片
品
村
教
育
委
員
会

ご寄付いただきました

サエラカントリークラブ尾瀬代表取締役　岩本　知氏より尾瀬ライオンズクラブ会長　星野益夫氏より

寄
付
金　

６
１
０
０
０
円

寄
付
金　

３
０
０
０
０
円
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料理・方言
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豆乳ゼリー 作成者　　東小川　倉田　由美子　さん

～片品産野菜使用の簡単料理～

お
さ
ご

お
お
か

　

元
旦
の
初
詣
、
出
か
け
る
時
に
そ
れ
ぞ
れ
に
半
紙
の
中
ほ
ど
に
白
米
を
入
れ
、
そ
れ
を
ク

ル
ク
ル
と
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
半
紙
の
四
隅
を
持
っ
て
、
お
ひ
ね
り
の
よ
う
に
し
て
神
社
へ

持
っ
て
行
き
、
礼
拝
の
前
に
パ
ラ
パ
ラ
と
お
供
え
す
る
の
で
す
。
そ
の
﹁
神
様
に
御
供
え
す

る
穀
物
の
お
米
﹂
が
﹁
お
さ
ご
﹂
で
す
。
祈
願
を
叶
え
て
と
、
欲
す
る
い
わ
ば
初
穂
料
に
あ

た
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
﹁
お
さ
ご
﹂
の
語
源
は
﹁
供
御
﹂
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
供
御
﹂、
古
語
辞
典
に
は
飲
食
物
の
総
称
、
主
と
し
て
天
皇
の
飲
食
物
云
々
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
飲
食
物
に
つ
い
て
の
尊
称
に
更
に
敬
い
の
念
を
込
め
て
﹁
御
供
御
﹂
と
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
御
供
御
﹂
が
﹁
お
さ
ご
﹂
に
転
訛
し
た
も
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　

い
つ
の
世
も
祈
り
の
心
、
念
ず
る
心
、
感
謝
の
心
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

新
年
の
初
詣
参
拝
で
は
﹁
お
さ
ご
﹂
に
心
を
込
め
、
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
い

ま
し
ょ
う
。

我が家の自慢料理

作り方材料　４人分

○１人分の栄養価　エネルギー：１１９Kcal　たんぱく質：４.９ｇ　　脂　質：２.６ｇ　　食塩：０ｇ

豆乳や豆腐などの大豆製品はイソフラボンという抗酸化物があり、女性ホルモンのバランス調整や冷え性改善にも
役立ちます。

○効能

　
﹁﹃
お
お
か
﹄
食
い
す
ぎ
た
ら
腹
の
調
子
が
お
か
し
い
や
﹂

　
﹁﹃
お
お
か
﹄
飲
み
す
ぎ
る
と
だ
め
だ
﹂

　
﹁﹃
お
お
か
﹄
日
照
り
が
続
い
た
ら
土
が
乾
燥
し
て
種
蒔
き
が
で
き
ね
ー
﹂

　
﹁
お
お
か
﹂
は
何
か
に
つ
け
良
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
良
識
、
常
識
の
域
を
脱
し
た
時

に
殆
ん
ど
使
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
度
を
越
し
た
時
の
警
告
語
で
し
ょ
う
。

　

語
源
は
、﹁
多
く
は
﹂
が
早
口
化
し
て
﹁
お
お
か
﹂
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁
多
﹂
は
そ
の
ま
ま
。﹁
く
は
﹂
を
早
く
発
音
す
る
と
﹁
か
﹂
に
な
り
ま
す
。

　

用
例
は
前
文
の
他
に
も﹁﹃
お
お
か
﹄ふ
ざ
け
ん
な
﹂。﹁﹃
お
お
か
﹄薄
着
を
し
た
ら
寒
い
や
﹂。

　
﹁﹃
お
お
か
﹄
働
き
す
ぎ
る
と
体
を
こ
わ
す
よ
﹂
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
。

　

物
事
の
度
を
越
え
た
時
に
使
う
の
で
す
か
ら
や
は
り
﹁
多
く
は
﹂
の
転
訛
し
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
﹁﹃
お
お
か
﹄
考
え
過
ぎ
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。片

品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

片

品

村

の

方

言

33

片

品

村

景

観

審

議

会

委

員

の

委

嘱

豆乳　　　　　２カップと１／２
粉ゼラチン　　１０g
水　　　　　　大さじ４
カボチャ　　　８０ｇ
砂糖　　　　　大さじ１
黒砂糖　　　　大さじ４

○ワンポイント
冷たくして召し上がってください

尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
開
催

　

第
３
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
表

彰
式
が
11
月
７
日
（
日
）
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

応
募
数
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り

小
学
生
の
部
４
，
１
５
０
句
、
中
学

生
の
部
４
，
３
２
２
句
、
一
般
の
部

６
２
１
句
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か

ら
入
選
（
総
数
１
５
９
句
）
さ
れ
た

受
賞
者
と
選
者
の
皆
さ
ん
に
出
席
い

た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、
利
根

川
源
流
讃
歌
合
唱
団
（
約
40
人
）
と

地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
の
ば
ら
」

の
皆
さ
ん
に
、
奥
利
根
の
自
然
と
水

の
大
切
さ
を
歌
っ
た
組
曲
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
の
写

真
家
新
井
幸
人
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車
場
に
は

食
改
推
や
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
、
協

賛
企
業
の
協
力
で
「
片
品
の
味
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
や
き
も
ち
や
、
き
の
こ
汁

等
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特　

選

小
学
生
の
部 

下
仁
田
町

　

大
井
田
知
美

『
ぼ
っ
か
さ
ん
歩
く
ひ
た
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

汗
ひ
か
る
』

中
学
生
の
部 

伊
勢
崎
市 

　

久
保
田　

涼
花

『
風
薫
る
絵
本
の
中
の
よ
う
な
尾
瀬
』

一
般
の
部   

桐
生
市 

　

沢
井
ひ
ろ
志

『
片
品
の
村
潤
し
て
水
の
秋
』

そ
の
他
に

特
別
賞　

各
部
門　
　

12
名

優
秀
賞　

小
中
学
生　

20
名

　
　
　
　

一
般　
　
　

10
名

入　

選　

小
中
学
生　

30
名

　
　
　
　

一
般　
　
　

10
名

の
方
が
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

景
観
審
議
会
と
は
、
片
品
村
花
の

谷
景
観
条
例
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
も
の
で
、村
長
の
諮
問
に
応
じ
、

景
観
形
成
に
関
し
必
要
な
事
項
を
審

議
す
る
と
と
も
に
、
村
長
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
で
す
。

　

ま
た
、
景
観
審
査
委
員
会
と
は
、

景
観
審
議
会
の
中
に
設
置
さ
れ
る
委

員
会
で
、
村
長
が
景
観
形
成
に
関
す

る
事
項
に
指
導
・
勧
告
等
を
行
う
場

合
に
必
要
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
機
関
で
す
。

　

景
観
形
成
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

片
品
村
花
の
谷
景
観
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
の
施
策
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

今
後
、
景
観
審
議
会
委
員
の
皆
様

に
は
、
景
観
形
成
の
推
進
は
も
と
よ

り
広
く
む
ら
づ
く
り
全
般
に
わ
た
り

ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
任
期
は
平
成
23
年
度
末
ま
で
）

会　

長　

林　

欣
一※

　

第
５
区

副
会
長　

小
山
隆
之※

　

第
３
区

委　

員　

小
林
君
雄　
　

第
１
区

　

〃　
　

桑
原
邦
明※

　
　

〃　

　

〃　
　

星
野
正
夫※

　

第
２
区

　

〃　
　

千
明
慶
之　
　
　

〃

　

〃　
　

星
野
伊
佐
夫　

第
３
区

　

〃　
　

倉
田　

剛※

　

第
４
区

　

〃　
　

狩
野
孝
夫　
　
　

〃

　

〃　
　

山
崎
直
康　
　

第
５
区

　

〃　
　

梅
澤　

章　
　

第
６
区

　

〃　
　

高
山
勝
彦※

　
　

〃

　

〃　
　

萩
原
繁
司　
　

第
７
区

　

〃　
　

萩
原
聖
彦※

　
　

〃

　

〃　
　

中
畑
恵
美
子　

第
８
区

　

〃　
　

金
子
彦
一※

　
　

〃

　

〃　
　

須
藤
恵
子※

学
識
経
験
者

※

印
は
景
観
審
査
委
員
に
指
名
さ
れ

た
方
々
で
す
。

委員代表で委嘱状を受け取る金子彦一氏

お
も
て
な
し
講
習
会
開
催

　

11
月
11
日
（
木
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
民
宿
旅
館
組
合
連
合
会

員
の
方
を
対
象
に
お
も
て
な
し
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
お
も
て
な
し
の
必
要
性
」を
テ
ー

マ
に
尾
瀬
林
業
株
式
会
社
顧
問
（
尾

瀬
山
小
屋
組
合
長
・
片
品
村
観
光
協

会
副
会
長
）
で
あ
る
関
根
進
氏
を
講

師
に
迎
え
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課
で
は
こ
の
講

習
会
を
き
っ
か
け
に
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
観
光
産
業
の
発
展
策
の
一

つ
と
し
て
継
続
的
に
こ
の
「
お
も
て

な
し
運
動
」
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）文化センターで行われた講座の様子

①豆乳を火にかけ少し煮詰める
②粉ゼラチン１０gを水（大さじ４）で溶かしておく
③豆乳を火からおろして４０℃～５０℃にさます
④溶かしたゼラチンと豆乳を合わせてよく混ぜる
⑤器に入れて冷蔵庫で冷やす
⑥黒蜜をかける
⑦カボチャの薄切りの甘煮をのせる
⑧黒蜜は黒砂糖２、水１の割合で煮詰める
⑨カボチャの甘さはお好みで

ほ
っ

う
ん
ぬ
ん
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
二
年
十
一
月
俳
句
会

教育委員会　1月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・片品カレッジ
　「小正月の飾りをつくろう」
・第 63回片品村成人式
・利根郡子ども会かるた大会

☆学校関係
・第 3学期始業式
・小学校冬季交歓会
・お弁当の日

◇片小 
・校内書き初め大会            
　PTA役員会議③
　読み聞かせ　　　　　　　　　
・友遊クラブ
　｢一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあり」。
新年を迎える今、子どもたちが新たな目標と決意
をもって学校生活をスタートできることを願って
います。

◇北小 
・校内書き初め大会
・尾瀬花かるた大会
・全校スキー教室
　冬季交歓会では、地域をあげてのご協力を毎年
ありがとうございます。今年もよろしくお願いし
ます。

◇南小
・校内書き初め大会
・PTA役員、学年委員合同会議
　校内書き初め大会に向け、外部講師の方の指導
を受け練習してきました。児童の作品は２６日ま
で校内に展示します。ぜひ、ご覧下さい。

◇武尊根小
・校内書き初め大会
・スキー教室
　アルペン記録会
　新年を迎える諸行事とともに冬季の交歓会も予
定されています。地域の方々にご協力いただき、
魅力ある行事にしたいと思います。

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・県中体連総体スキー大会

・PTA合同役員会③
・校内ディスタンス大会
　冬のスポーツの時季になりました。引き続きの
応援をお願いします。書き初め大会では地域の方
のご協力に感謝します。

8 日 ( 土 )
9 日 ( 日 )
29 日 ( 土 )

11 日 ( 火 )
26 日 ( 水 ) ～ 28日 ( 金 )

26 日 ( 水 )

 
            

　12 日 ( 水 )
　

17日 ( 月 )

 
11 日 ( 火 )
19 日 ( 水 )
21 日 ( 金 )

　

12日 ( 水 )
19 日 ( 水 )

　

11日 ( 火 )

　27日 ( 木 )
　

13日 ( 木 )

                    16 日 ( 日 ) ～ 18日 ( 火 )
21 日 ( 金 )
28 日 ( 金 )

  

りだ よ図 書 室

読んでみませんか ?
いいから　いいから

＊午後１時 30分～５時 30分開室
＊土日、祝日　　　はお休みです。

図 書 室 カレンダー  1 月

　おじいさんがいった。「いいから、いいから」ぼくもいった。
「ごゆっくり、ごゆっくり」・・・　やってきたかみなりお
やこは？　　世界を平和にする本気のあいことば「いいか
ら、いいから」

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

長谷川　義史

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

舞
茸
や
熊
出
て
友
が
棒
立
ち
に

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

新
米
を
背
負
ふ
て
父
の
来
た
る
頃

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

祠
守
る
蝮
草
実
に
神
無
月

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

美
濃
焼
の
白
磁
の
湯
呑
み
萩
の
花

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

な
な
か
ま
ど
実
の
輝
け
り
空
の
青

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

秋
立
つ
や
色
増
す
至
仏
と
び
の
笛

　
　
　
　
　

鎌　

田　

中
村　

導
子

ふ
ら
こ
こ
の
そ
っ
と
揺
れ
て
る
秋
月

夜
　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

龍
馬
伝
佳
境
に
入
り
て
秋
深
む

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

稲
扱
き
の
阿
吽
の
呼
吸
老
夫
婦

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

銀
古
の
葉
輝
き
散
る
る
霜
の
朝

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

公
園
の
草
取
り
終
え
し
高
齢
者

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

作
業
着
の
膝
す
り
切
れ
て
冬
に
入
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

雀
ら
の
友
と
な
り
た
し
捨
案
子

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
は
華
文
化
の
日

武
尊
根
小
学
校　

文
章
教
室

　
　
　
　
　

一
年　

さ
さ
き
れ
お
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し
ゅ
く
だ
い
や
っ
た

な
つ
や
す
み

　
　
　
　
　
　

二
年　

星
野　

華
穂

は
っ
ぱ
が
ね
こ
う
よ
う
は
じ
め
き
れ

い
だ
な

　
　
　
　
　
　

二
年　

星
野　

結
女

あ
き
に
な
り
は
っ
ぱ
が
ひ
ら
り
お
ち

て
き
た

　
　
　
　
　
　

三
年　

佐
々
木
秒
良

わ
い
わ
い
と
み
ど
り
の
中
を
と
お
っ

て
く

　
　
　
　
　
　

三
年　

星
野　

葵

片
品
は
し
ぜ
ん
が
ゆ
た
か
き
れ
い
だ

な
　
　
　
　
　
　

四
年　

星
野　

隼
希

太
陽
が
片
品
村
を
照
ら
し
出
す

　
　
　
　
　
　

四
年　

星
野
美
紗
子

夏
休
み
プ
ー
ル
に
は
い
る
青
空
と

　
　
　
　
　
　

四
年　

桑
原　

佳
那

武
尊
山
雨
に
ふ
ら
れ
て
い
い
気
持

Hello, everyone!  How is cold the 
weather?  As long as the days are sunny 
and the hot springs continue to welcome guests, I think 
I can handle it.  In addition to finally being able to go 
skiing, I am really looking forward to seeing my family.  
In fact, you can meet them, too.  Because, they are 
going to come visit starting from December 18th!  I 
can’ t wait to show them the beautiful scenery of 
Katashina and introduce them to its wonderful people.  
We will spend lots of time eating Japanese food and 
sightseeing.  If you have any good recommendations 
please don’ t hesitate to get a hold of me!

皆さん、こんにちは！この寒い天気はいかがですか？私は寒
くても晴れていたり温泉がお客さんを歓迎し続ける限りは、
耐えられるだろうと思います。いよいよスキーが出来ること
に加えて、家族に久しぶりに会うのを本当に楽しみにしてお
ります。実は、皆さんも私の家族と会うことが出来ると思い
ます。なぜかというと、１２月１８日から遊びに来る予定だ
からです。家族に片品のきれいな景色を見せることにも、そ
して片品の素晴らしい村民を紹介することにもわくわくして
おります。時間をたっぷりかけて日本料理を食べたり見物し
たりするつもりです。何か、お薦めがありましたら、遠慮せ
ずに連絡してください！

ブライアン通信

Here Comes Winter!

冬がやってくるよ！

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者

◎
文
化
功
労
賞　
２
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
20
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

　
星
野　
光
子
（
文　
芸
）

　
大
竹　
久
代
（
文　
芸
）

◎
永
年
表
彰　
　
５
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に

　
　

10
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

　
木
村　
佳
江
（
文　
芸
）

　
星
野　
初
江
（
き
り
え
）

　
北
島
ま
つ
子
（
き
り
え
）

　
入
澤　
昌
代
（
書　
道
）

　
冨
澤　
キ
ヨ
（
書　
道
）

◎
優
秀
賞　
　
　
　

 　
41
名

 （
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

　
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

　
笠
原　
信
充
（
書　
道
）

　
戸
丸　
好
夫
（
文　
芸
）

　
松
井
亜
作
枝
（
文　
芸
）

　
渡
辺　
和
昭
（
文　
芸
）

　
星
野　
光
子
（
文　
芸
）

　
木
村　
佳
江
（
文　
芸
）

　
吉
野　
　
均
（
文　
芸
）

　
佐
々
木
紗
良
（
武
小
３
年
）

　
星
野
美
紗
子
（
武
小
４
年
）

　
星
野　
隼
希
（
武
小
４
年
）

　
千
明
諒
之
介
（
武
小
５
年
）

　
千
明　
慎
也
（
武
小
５
年
）

　
三
浦　
紗
加
（
武
小
５
年
）

永
年
の
ご
尽
力
や
活
躍
に
よ
り
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

星
野　
莉
玖
（
武
小
６
年
）

井
上　
奏
人
（
南
小
２
年
）

佐
藤　
円
香
（
南
小
２
年
）

下
山　
千
怜
（
南
小
４
年
）

小
石　
日
向
（
南
小
５
年
）

宮
崎
こ
ゆ
き
（
南
小
６
年
）

萩
原　
瑠
菜
（
北
小
２
年
）

萩
原　
彩
絵
（
北
小
３
年
）

萩
原　
大
貴
（
北
小
３
年
）

萩
原　
　
想
（
北
小
５
年
）

萩
原　
健
輔
（
北
小
５
年
）

星
野　
塁
飛
（
片
小
４
年
）

深
見　
千
穂
（
片
小
５
年
）

星
野　
朱
音
（
片
小
５
年
）

佐
藤　
真
子
（
片
小
６
年
）

三
浦　
怜
奈
（
片
中
１
年
）

星
野　
紗
穂
（
片
中
１
年
）

星
野　
　
隼
（
片
中
１
年
）

戸
丸　
京
士
（
片
中
１
年
）

小
暮　
　
咲
（
片
中
１
年
）

宮
田　
春
香
（
片
中
１
年
）

星
野　
大
輝
（
片
中
１
年
）

熊
谷　
雪
乃
（
片
中
１
年
）

星
野　
文
花
（
片
中
１
年
）

光
井　
皓
亮
（
片
中
２
年
）

星
野　
祐
人
（
片
中
３
年
）

三
浦　
慧
（
沼
女
高
１
年
）

飯
塚　
将
（
中
之
条
高
２
年
）

        　
　

  （
教
育
委
員
会
）

村
民
将
棋
大
会

　

11
月
３
日
、
総
合
産
業
文
化
展
に

併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
の
部

優　
勝　
桑
原　
和
一
（
幡　
谷
）

準
優
勝　
星
野　
栄
一
（
花　
咲
）

第
三
位　
星
野　
直
樹
（
沼
田
高
）

◎
小
学
生
の
部

・
高
学
年

優　
勝　
石
島　
　
慎
（
片
小
６
年
）

準
優
勝　
須
藤　
聖
矢
（
片
小
５
年
）

第
三
位　
井
上　
湧
斗
（
片
小
５
年
）

・
中
学
年

優　
勝　
星
野　
雄
亮
（
片
小
３
年
）

準
優
勝　
萩
原　
大
智
（
北
小
３
年
）

第
三
位　
入
澤　
太
台
（
片
小
３
年
）

・
低
学
年

優　
勝　
星
野　
圭
亮
（
片
小
１
年
）

準
優
勝　
千
明
淳
之
介
（
片
小
１
年
）

第
三
位　
星
野　
快
登
（
片
小
２
年
）

}
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No1第 ３次片品村総合計画アンケート結果（抜粋）

0.7 2.7

1.1
大変良い 良い 変わらない 厳しい 非常に厳しい 無回答

前回の調査（779）

今回の調査（861）

0
10
20
30
40
50
60
70
80 愛着を感じる

愛着を感じていない

どちらとも言えない

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代

4.9 14.8 45.5 30.4

5.0 17.6 42.0 21.9 12.4

本調査は、「第３次片品村総合計画後期基本計画（平成 23～ 27 年度）」の策定にあたり、本
村に居住する村民が、生活や村の現状をどのようにとらえ、将来どのような暮しを望んでいるか、
どのようなむらづくりを望んでいるかなどを把握するため、無作為に抽出した村民の方にお願
いしたものです。12月号と1月号で報告いたします。
アンケート調査報告書の必要な方は、むらづくり観光課へお問い合わせ下さい。58-2112
ホームページからも見ることができます。

１　回収状況
  配布数  　　回収数 回収率　　有効回答数 有効回答率
1,200 票　　874票 72.8％ 　　861票 　71.8％

２　仕事の景気
①仕事の景気は「非常に厳しい」「厳しい」が 63.9％で、前回調
査より 12ポイント減少したが無回答が増えています。

３　片品村の誇り
　片品村を他の地域の人々に紹介するとき、何を村の誇り（魅力）
として紹介しますか。３つまでに○

項　目
尾瀬、武尊、丸沼・菅沼
スキー場
温泉
緑が多く、空気がよい
水のおいしさ
花の谷づくり
日本ロマンチック街道
体験観光
スポーツイベント
夏祭り
村民スポーツ
文化財、文化遺跡
特産品（農林産物、加工品等）
人々の温かい人情やサービス
その他
無回答
回答者数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

実数
631
419
242
369
321
2
11
19
4
7
5
8

122
110
23
24
861

割合%
73.3
48.7
28.1
42.9
37.3
0.2
1.3
2.2
0.5
0.8
0.6
0.9
14.2
12.8
2.7
2.8

100.0

①村に「愛着を感じている」は 56％で、「愛
　着を感じていない」は６％弱と少数。
②「愛着を感じている」は 20 歳代が高くなっ
　ています。

４　片品村への愛着

年齢別の村への愛着

５　村のイメージ
　村のイメージでは「美しい、環境のいい村」
「人にやさしい、心の温かい村」が高く「若者
が働ける村」「便利な村」「若者が活躍できる村」
が特に低い。

％

６　住みやすさ
　「住みやすさ」については「変わらない」が６
割で、前回よりやや増加しました。

非常に住みやすくなった 住みやすくなった
変わらない 住みにくくなった
非常に住みにくくなった 無回答

８　生活環境の満足度と重要度
　前回調査した 36項目の生活環境指標のうち、「満足度が低く、重要度が高い」11項目について今回調査を行い
ました。

　もっとも不満が高いのは「雇用機会」58.9％で、
他の項目も 30～ 40％が不満でした。

　もっとも重要度が高いのは「医療機関」59.9％で、
次は「雇用機会」で 54.2％。

（１）生活環境の満足度（それぞれ１つに〇） （２）生活環境の重要度

　「晩婚化や非婚化への取組」では、「若者の就労の場づくり」
が 70％と群を抜いて高く、それにプラスして、「村外移住者
の受け入れ」「若者の交流や婚活の支援」「若者の郷整備（賃
貸住宅と宅地整備）」などが求められています。

1

2

3

4

5

6

若者の就労の場づくり（企業誘致、起業
支援、再就職支援など）

若者の交流機会の充実と婚活の支援（野
外パーティ、サロン、イベントなど）

村外交流の充実（体験観光・ボランティ
ア・スポーツ交流など）

村外の移住者の受け入れ（空き家活用、
新規就農者募集など）

若者の郷整備（若者向け賃貸住宅と住宅
分譲地整備）

601

213

158

247

171

108

69.8

24.7

18.4

28.7

19.9

12.5

７　晩婚化や非婚化への取組

割合%実数

61
861

無回答
回答者数

7.1
100

わからない

項目

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

公共交通

日用品の買い物

雇用機会

身近な遊び場

半日～１日過ごせ
る遊び場

交通事故対策

医療機関

高齢者・障害者施設

高齢者の生きがい

公共交通

日用品の買い物

雇用機会

身近な遊び場

半日～１日過ごせ
る遊び場

交通事故対策

医療機関

高齢者・障害者施設

高齢者の生きがい

前回の調査（779）

今回の調査（861）

満足 普通 わからない不満 無回答 重要 普通 重要でない わからない 無回答

 17.8 　　　　54.6 　　　  14.2  2.6 

 16 　　　　59.6 　　　　 13.7 3.3

5.2

8.62.2

2.2

 2.1　32.6 43.1 　 10.1  12.1

2.3　38.2 　　43.5　　2.1 13.9

0.3 10.2 58.9   15.2   15.4

 6        35.3       33.1    11   14.6

4.4   24.3     44.8    11.1  15.4

4.4 42.8        32.9    5.8  14.1

4.2    32.8       47.3         3 12.7

2.1    32.2       36.4  15.9   13.4

1.6    31.1 31.4   22.8    13.1

   34.4              30.4  5.1  7.3    22.8

   40.8               31.2   3 2.4 22.6

   54.2              10.9 2.8 9.5 22.6

   32.6                34   2.4 7.7 23.3

   30.1            33.6   5.2 7.9 23.2

   38.9            31.9      2.4 4.5 22.3

   59.9                  14.3 1.6 2.4 21.8

   45                 23.2 2  7.8 22

   32.7             31.7  2.7 11.5 21.4

％％

1.0
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お 

し 

ら 

せ

駐
車
券
が
必
要
で
す

〜
片
品
村
・
利
根
町

　
　
　
　
　
上
毛
高
原
駅
駐
車
場
〜

　

片
品
村
と
利
根
町
の
住
民
の
皆
様

の
た
め
の
上
毛
高
原
駅
駐
車
場
で
す

が
、
利
用
す
る
際
に
は
駐
車
券
が
必

要
で
す
。

駐
車
券
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
こ
ち
ら
で

駐
車
券
を
受
け
取
り
、
駐
車
し
た
車

の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
見
や
す
い
所

に
掲
示
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
利
用
後
は
速
や
か
に
駐
車
券
を

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
駐
車
場
は
27
台
分
で
、

混
雑
時
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

平
成
23
・
24
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

廃
棄
物
適
正
処
理
推
進

強
化
月
間
に
つ
い
て

今
か
ら
準
備
を
!!

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

で
電
子
申
告
が
で
き
ま
す

片品村・利根町駐車場位置

　

軽
い
症
状
で
も
休
日
や
夜
間
に
病

院
の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
時
間
外
は
病
院
の
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
、
軽
症
の

人
が
多
く
受
診
す
る
こ
と
で
、
重
症

患
者
の
治
療
に
影
響
が
出
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
医
師
な
ど
の
負
担
が
増

え
、
地
域
の
救
急
医
療
体
制
が
維
持

で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

医
療
機
関
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
庁 

医
務
課

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
５
４
０

　

群
馬
県
で
は
、
毎
年
12
月
を
『
廃

棄
物
適
正
処
理
推
進
強
化
月
間
』
と

定
め
、
期
間
中
は
不
適
正
処
理
対
策

事
業
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

『
尾
瀬
の
郷
片
品
村
』
が
よ
り
美
し

く
輝
く
た
め
に
環
境
へ
の
関
心
を
高

め
、
村
民
各
自
が
行
動
し
て
い
け
る

よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収

書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
そ
の
内
容
を

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

提
出
又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら

３
年
間
、
書
類
の
提
出
又
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

②
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
イ
ー
に

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た
還

付
申
告
は
早
期
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

③
税
額
控
除
５
，
０
０
０
円

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
申
告
を

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
す
る
方
は
、

所
得
税
か
ら
最
高
５
，
０
０
０
円
の

電
子
証
明
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。（
平
成
19
年
年
分
か
ら
平
成

22
年
分
の
間
で
い
ず
れ
か
１
回
）

④
24
時
間
利
用
可
能
で
す

①
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
で
す

　

申
告
等
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
際
に

は
、
電
子
署
名
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

子
証
明
書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

個
人
の
方
は
、
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に

基
づ
く
電
子
証
明
書
」（
電
子
証
明

書
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

が
必
要
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
交
付
ま

で
に
約
３
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
１
月
末
く
ら
い
ま
で

に
、
役
場
住
民
課
で
発
行
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

　

身
分
証
明
証
と
し
て
も
使
用
さ
れ

る
場
合
は
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝ 

×

横
３
・
５
㎝
で
６
ヶ
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、
無
背
景
の
も
の
）

が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
は
、
本
人

確
認
に
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
住
基

カ
ー
ド
に
個
人
認
証
を
付
与
す
る

と
、
手
数
料
５
０
０
円
が
か
か
り
ま

す
。
カ
ー
ド
の
有
効
は
10
年
間
、
認

証
は
３
年
間
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
住
民
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
組
み
込

ま
れ
た
電
子
証
明
情
報
を
読
み
取
る

た
め
に
は
、
別
途
「
IC
カ
ー
ド
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
家
電
量
販
店

等
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
に
よ
り
使
用
で

き
る
IC
カ
ー
ド
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ

イ
タ
の
機
種
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。

も
っ
と
詳
し
い
情
報
は

▼
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

  w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

w
w
w
.nta.go.jp

　

村
に
よ
る
建
設
工
事
の
発
注
や
物

品
の
購
入
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
競
争
入
札
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
入
札
の
参
加
者
は
、
村
に
提
出

さ
れ
る
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
の
審
査
の
結
果
、
適
格
者
と
し

て
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お
い
て
入
札

参
加
の
指
名
を
受
け
た
い
方
は
、
以

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
に
は

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う

津
奈
木
の
案
内
係
募
集
に
つ
い
て

急
募

未
就
業
の
看
護
師
・
准
看
護
師

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
「
障
害
者
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
」

下
の
事
項
に
留
意
の
上
、「
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
23
年
２
月
１
日(

火)

　
　
　
　

〜
２
月
28
日(

月)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

(

土
・
日
曜
日
、祝
祭
日
は
除
き
ま
す)

▼
受
付
場
所

　

片
品
村
役
場 

総
務
課
窓
口

▼
受
付
方
法　

持
参
に
て

▼
申
請
書
類

一
、
様
式

国
土
交
通
省
統
一
様
式

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

二
、
添
付
書
類

①
建
設
業
許
可
証
明
書

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

③
工
事
経
歴
書

④
営
業
所
一
覧
表

⑤
納
税
証
明
書

〔
国
税
〕

・
法
人
：
法
人
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
の
直
前
一
年
分

・
個
人
：
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
の
直
前
一
年
分

〔
市
町
村
税
〕

・
法
人
：
法
人
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税
の
直
前
１
年
分

・
個
人
：
個
人
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税
の
直
前
１
年
分

⑥
印
鑑
証
明
書

⑦
委
任
状

⑧
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

明
書

※

添
付
書
類
は
、
全
て
写
し
で
可
。

※

⑧
に
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
み
添

付
の
こ
と
。

※

物
品
業
者
に
つ
い
て
は
、①
、②
、

⑧
は
添
付
不
要
。

▼
有
効
期
限

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

▼
そ
の
他

　

他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
片
品
村

場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
し
て
い

た
だ
く
か
、
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.vill.katashina.gun

m
a.jp/

）
に
も
申
請
要
領
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
参
照
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
当
日
、
希
望
工
種
の
ご

記
入
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

障
害
者
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ス

モ
ス
は
、
群
馬
県
労
働
政
策
課
の
事

業
委
託
を
受
け
、
本
年
２
月
か
ら
社

相
　
　
　
談

会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
障
害
の
あ
る
方
で

就
業
へ
の
意
欲
が
強
い
方
、
現
在
は

就
労
し
て
い
る
が
悩
み
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
方
々
な
ど
の
相
談
に
応

じ
た
り
、
職
場
定
着
支
援
や
職
場
開

拓
・
事
業
所
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
電
話
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

沼
田
市
役
所
東
原
庁
舎　

　
　
　
　
（
旧
合
同
庁
舎
）
１
階

▼
開
所
時
間
（
月
）
〜
（
金
）
の

　

８
時
30
分 

〜
17
時
15
分
ま
で

　
（
祝
日
を
除
く
）

▼
利
用
料　

無
料

（
た
だ
し
、電
話
代
は
か
か
り
ま
す
。）

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

☎（
２
４
）
６
２
２
６

　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協
議

会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
戸
倉
〜
鳩

待
峠
間
の
交
通
規
制
実
施
に
伴
い
、

津
奈
木
の
案
内
係
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
70

歳
未
満
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

勤
務
時
間
が
長
い
た
め
、
健
康
に
自

信
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
役
場
む
ら
づ
く
り
観

光
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
「
申
込

用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

１
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

尚
、不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

　

医
療
機
関
で
働
き
な
が
ら
研
修
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
現
場
を
長
く
離
れ
て
い
た

方
・
勤
務
経
験
の
な
い
方
で
も
安
心

し
て
職
場
復
帰
で
き
ま
す
。
研
修
期

間
は
３
ヶ
月
で
す
。
そ
の
間
、
給
与

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
研
修
終
了
後
に

は
、
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
ま

す
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
群
馬
県
医
師

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

群
馬
医
師
会

　

☎
０
２
７
（
２
３
１
）
５
３
１
１

募
　
　
　
集

　

22
年
度
入
居
募
集
は
４
月
、７
月
、

10
月
、１
月
の
年
４
回
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
１
月
入
居
募
集
の
お
知
ら
せ

で
す
。

▼
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
入
居
資
格　

現
在
住
宅
に
困
窮
し

て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人

　

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県

住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.gunm

a-jkk.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
間　

　

１
月
４
日
（
火
）
〜
18
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込
用

紙
を
郵
送

▼
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
住
宅
供
給
公
社

　

☎
０
２
７
（
２
２
３
）
５
８
１
１

　

FAX
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８
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平成２２年度　国保税第４期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
国保税 村全体村県民税村県民税 村全体国保税 （平成 22 年 11 月 16 日現在）

年
　
金
　
だ
　
よ
　
り
　

保
　
健
　
だ
　
よ
　
り

　

村
で
は
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
負
担
軽
減

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
各

戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
と
お
り
）

接
種
希
望
者
は
、
早
め
に
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。（
予
防
接
種
後
、
免
疫
を

獲
得
す
る
ま
で
３
〜
４
週
間
か
か
り

ま
す
）

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
の
中
で
出
来
る
こ
と
を

日
頃
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
こ
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が
い
を
す

る
。

②
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
る
。

③
栄
養
と
水
分
並
び
に
休
養
を
十
分

と
る
。

④
部
屋
の
空
気
を
入
れ
換
え
、
適
度

な
温
度
と
湿
度
を
保
つ
。

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
・
・
・

①
予
防
の
項
目
に
あ
げ
た
こ
と
は
、

か
か
っ
た
時
も
自
分
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
周
り
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

も
積
極
的
に
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

②
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
状

態（
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
症
状
で

体
温
は
何
度
等
）
を
ま
と
め
て
報
告

で
き
る
準
備
を
し
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
受
診
す
る
。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
は
、日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。加

入
者（
被
保
険
者
）は
、就
職
し
た
と

き
や
退
職
し
た
と
き
を
は
じ
め
、次

の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
）が
、

□
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組

　
合
に
加
入
し
た
と
き

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年

　
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

□
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の

　
収
入
減
な
ど
に
よ
り
、第
２
号
被

　
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養

　
と
な
っ
た
と
き

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ

　
提
出
し
ま
す
。事
業
所
が
年
金
事

　
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
）が
、

□
退
職
し
た
と
き

↓
本
人
が
市
役
所
・
町
村
役
場
へ

　
届
け
出
を
し
ま
す
。

□
退
職
し
て
、第
２
号
被
保
険
者
で

　
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た

　
と
き

↓
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ

　
提
出
し
ま
す
。事
業
所
が
年
金
事

　
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

が
、

□
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組

　
合
に
加
入
し
た
と
き

↓
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
年

　
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

□
本
人
の
収
入
増
、 

配
偶
者
の
退

　
職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者

　
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

↓
本
人
が
市
役
所
・
町
村
役
場
へ

　
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、将
来
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ

れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
渋
川
年
金
事
務
所　

　
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
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　放送大学はテレビやラジオの放送を通して
学ぶ遠隔教育の大学です。働きながら学んで大
学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々
な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成２３年４月入学生を募集して
います。詳しい資料を無料で送付致しますの
で、お気軽にお問合せください。

○募集学生の種類
- 教養学部 -
科目履修生
（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生
（1年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生
（4年以上在学し、卒業を目指す）
- 大学院 -
修士科目生
（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生
（1年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間：平成 22年 11月 15日～
　　　　　　平成 23年 2月 28日　

○資料請求（無料）・お問合わせ先
〒371-0032 放送大学群馬学習センター
☎027（230）1085
放 送 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ　　　
http://www.ouj.ac.jp

―　放送大学４月入学生募集　―

 グラッときてもあわてずに！
地震のときの安全チェック。

家を出て避難するときは、電気の消し忘れによ
る事故を防ぐため、必ず分電盤のブレーカーを
切ってください。

インターネット出願は 11月 15日より受付開始

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

③
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
お
子
さ
ん
や

高
齢
者
等
は
、
ま
れ
に
急
性
脳
症
・

心
筋
炎
・
肺
炎
を
合
併
し
た
り
脱
水

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
水
分

が
十
分
と
れ
て
い
て
お
し
っ
こ
も
で

て
い
る
か
？
呼
吸
の
速
さ
や
息
苦
し

さ
は
ど
う
か
？
視
線
が
合
っ
て
い
る

か
？
呼
び
か
け
に
答
え
ら
れ
る
か
？

等
の
観
察
を
家
族
が
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
険
機
構
）
が
、
１

９
８
８
年
に
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で
エ

イ
ズ
の
蔓
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者

に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
エ
イ
ズ
に

関
す
る
啓
発
活
動
等
の
実
施
を
提
唱

し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
そ
の
主
旨
に
賛
同
し
、

毎
年
12
月
１
日
を
中
心
に
、
エ
イ
ズ

に
関
す
る
正
し
い
知
識
な
ど
に
つ
い

て
、
全
国
各
地
で
様
々
な「
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。日
本
で
は
１
日
に
約
４
人

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

エ
イ
ズ
は
決
し
て
遠
い
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

除
雪
作
業
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

冬
季
除
雪
作
業
の
実
施
に
際
し
て
、

村
か
ら
の
お
願
い
で
す
！

＊
除
雪
作
業
実
施
範
囲

　

除
雪
実
施
箇
所
は
、
指
定
さ
れ
た

村
道
な
ど
の
主
要
幹
線
道
路
（
昨
年

度
除
雪
実
施
道
路
）と
し
、
片
品
村
が

管
理
す
る
道
路
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
す
る
群
馬
県
な
ど
が
除
雪
を

行
い
ま
す
。（
私
道
等
の
除
雪
は
、
し

ま
せ
ん
。）

　

降
雪
量
が
10
㎝
に
達
す
る
と
想
定

さ
れ
る
場
合
に
除
雪
作
業
を
始
め
ま

す
。但
し
、
10
㎝
程
度
以
下
の
場
合
も

危
険
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
作
業

を
行
い
ま
す
。

　
除
雪
に
関
す
る
要
望
な
ど
は
、
各
組

長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
出
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
願
い
事
項

①
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

雪
が
寄
せ
ら
れ
、「
車
が
出
せ
な
い
」、

「
何
と
か
し
て
・
・
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。除
雪
作
業
は
、
通
勤
、
通

学
の
時
に
完
了
出
来
る
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
玄
関
や
車
庫

前
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
残
っ
た
雪

を
、
再
度
速
や
か
に
処
理
す
る
こ
と

が
機
械
除
雪
で
は
大
変
困
難
で
す
の

で
、
お
手
数
で
も
各
家
庭
で
の
取
り

除
き
等
に
ご
協
力
し
て
下
さ
い
。

②
除
雪
作
業
は
、
朝
の
通
勤
・
通
学

を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
の
使
命
と

し
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
早
朝

か
ら
出
勤
し
な
け
れ
ば
間
に
合
い
ま

せ
ん
。一
方
で
は
除
雪
車
の
エ
ン
ジ

ン
音
や
振
動
の
た
め
、「
夜
間
、
早
朝

に
除
雪
さ
れ
た
ら
安
眠
妨
害
だ
」
と

の
お
叱
り
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
忙

し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全
を

考
慮
す
れ
ば
、
早
朝
の
除
雪
作
業
に

な
り
ま
す
。

③
除
雪
後
の
道
路
に
、
住
宅
や
駐
車

場
な
ど
か
ら
再
び
雪
が
押
し
出
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す
。大

雪
の
後
や
休
日
に
な
る
と
各
家
庭
で

行
う
雪
片
付
け
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し

で
、
雪
が
道
路
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
放
置
さ
れ

た
雪
や
氷
が
原
因
に
よ
る
交
通
事
故

等
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
除
雪
作
業
時
に
、
最
大
の
障
害
は

路
上
駐
車
で
す
。一
台
で
も
放
置
車

両
が
あ
る
と
除
雪
車
が
入
れ
ず
、
引

き
返
す
な
ど
除
雪
が
出
来
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。一
台
の
放
置
車
両
が

付
近
一
帯
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な

い
。」

⑤
子
供
達
が
そ
り
、
ス
キ
ー
な
ど
に

夢
中
に
な
り
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

子
供
達
の
雪
遊
び
に
つ
い
て
は
、

大
人
が
十
分
注
意
を
払
っ
て
下
さ

い
。

⑥
村
で
は
、
出
来
る
だ
け
広
く
除
雪

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。道
路
脇

に
庭
石
な
ど
が
あ
り
、
除
雪
作
業
を

行
う
際
に
除
雪
車
が
誤
っ
て
、
衝
突

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。出
来
る

限
り
道
路
脇（
除
雪
範
囲
）か
ら
離
し

て
置
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

⑦
除
雪
作
業
中
は
、
安
全
確
認
を
し

て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
車
等

で
走
行
す
る
際
は
、
十
分
に
注
意
を

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課
土
木
係
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平成 22年度
社会資本整備総合交付金事業で導入


